
1965（昭和40）年に大阪交通大学として設立。同年、大阪産業大学に改称された私立大学。その中央キャンパスにある5号館は、各種資格取得講座の開催や試験会場となるなど、学外の来訪者も利用する教室棟である。

水まわりの特長
改修の経緯
1965（昭和40）年に開学した「大阪産業大学」は、大阪府大東市にメインキャンパスを置き、6学部を擁する私立大学。その中央キャンパスにある5号館は、高等教育センター、教職教育センターおよびCALL教室を設置しており、各種資格講座の開催や試験会場に使用され学外の来訪者も利用している。今回改修したトイレは、入口のエントランスホールに面した利用しやすい位置にあり、レイアウト検討の際はTOTOも改修案を提案し、コンパクトな空間であるが、安全で快適に利用できるトイレへ改修された。同大学では、学内にある老朽化が目立つトイレに、以前より学生から改修を望む声が寄せられ、さらに年々増加している女子学生への配慮や、多様性配慮も実現するため、現在順次改修を推進している。

トイレの特長
大阪産業大学では多様性に配慮し、未改修トイレを含む学内すべてのバリアフリートイレを「おもいやりトイレ」と名付け、サインにレインボーマークを用いるなど、性的マイノリティにも配慮したトイレ環境を整備している。男女各トイレは全洋式化とウォシュレット設置を標準仕様として整備。また衛生面に配慮して、レイアウトを工夫しトイレ入口ドアを撤去、水栓金具に自動水栓を採用するなど非接触化を進めている。さらに、防犯対策とプライバシー配慮として、大便器ブースの壁およびドア上を天井まで立ち上げ、小便器間の仕切りや、女性トイレ内の防犯ブザーの設置など、だれもが安心・安全に利用できるトイレ環境となっている。

非接触に配慮し、改修前のトイレ入口にはドアを設置していたが、改修後はドアを撤去。通路からトイレ内の様子がわからないようレイアウトが工夫されている。手で触れる場所を減らして、衛生面にも配慮している。

建築概要
名称	 大阪産業大学	中央キャンパス	5号館	1F	
所在地	 大阪府大東市中垣内3-1-1
施主	 学校法人大阪産業大学
施工	 赤井設備工業株式会社
竣工年月	 （改修）2021年9月
敷地面積	 42,153.6㎡
建築面積	 1,590.7㎡（5号館）
延床面積	 7,385.8㎡（5号館）
構造・階数	 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上5階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットPS	（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF553*系
ウォシュレット	アプリコットP	（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840系	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R
ハイドロセラ・フロアPU：AB690系、AB680系／小便器用手すり：T114CU22
壁掛ハイバック洗面器：LSG125EA
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADA*11R1A1ADD1B
フィッティングボード：YKA41R／化粧鏡：YM3580AC／全身鏡：YMK50K

洗面コーナーは、衛生性に配慮し自動水栓と水石けん供給栓を採用。さらに手荷物配慮としてライニングと、折りたたみ式のフックを壁に設置。また、身だしなみ配慮として全身鏡も設置している。女性トイレの入口は、教室が並ぶ通路に面している。また、防犯対策として各大便器ブースと洗面コーナーに防犯ブザーを設置し、非常時には入口上部のランプが点灯する仕組みになっている。大便器は、パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式と、電池や電源工事が不要のエコリモコンを搭載したウォシュレットPSを採用。防犯対策とプライバシー配慮として、ブース壁を天井まで立ち上げている。

男性トイレは、5号館入口のエントランスホールに面し、すぐにトイレとわかるよう、サインは視認性の高い立体的なピクトグラムを設置している。

「おもいやりトイレ」内には、車いす使用者やオストメイトに配慮し、汚物流しを備えたコンパクト・バリアフリートイレパックを設置している。「おもいやりトイレ」は、性別や身体状況を問わず、だれもが利用可能。レインボーマークを用いたサイン、センサー式の開閉扉、フィッティングボードなど、さまざまな利用者に対応できる設備を完備している。連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用して混雑緩和に期待。また、女性トイレのブース1ヶ所に、着替えや大きな荷物を置くスペースとしてフィッティングボードを設置している。

小便器コーナーには、床の清掃性や節水性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器を採用。利用者からの要望を受け、小便器の間に仕切りを設け、プライバシーに配慮している。
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男性トイレ	
小便器コーナー

小便器コーナーには、床の清掃性や
節水性に優れた壁掛型の自動洗浄
小便器を採用。利用者からの要望を
受け、小便器の間に仕切りを設け、プ
ライバシーに配慮している。

女性トイレ	
大便器コーナー

連続洗浄可能なパブリックコンパクト
便器・フラッシュタンク式を採用して混
雑緩和に期待。また、女性トイレのブー
ス1ヶ所に、着替えや大きな荷物を置
くスペースとしてフィッティングボードを
設置している。

おもいやりトイレ 「おもいやりトイレ」は、性別や身体状
況を問わず、だれもが利用可能。レ
インボーマークを用いたサイン、セン
サー式の開閉扉、フィッティングボード
など、さまざまな利用者に対応できる
設備を完備している。

おもいやりトイレ 「おもいやりトイレ」内には、車いす使
用者やオストメイトに配慮し、汚物流し
を備えたコンパクト・バリアフリートイレ
パックを設置している。

男性トイレ	入口 男性トイレは、5号館入口のエントラン
スホールに面し、すぐにトイレとわかるよ
う、サインは視認性の高い立体的なピ
クトグラムを設置している。

男性トイレ	
大便器コーナー

大便器は、パブリックコンパクト便器・フ
ラッシュタンク式と、電池や電源工事
が不要のエコリモコンを搭載したウォ
シュレットPSを採用。防犯対策とプライ
バシー配慮として、ブース壁を天井ま
で立ち上げている。

女性トイレ	
入口・防犯対策

女性トイレの入口は、教室が並ぶ通路
に面している。また、防犯対策として各
大便器ブースと洗面コーナーに防犯
ブザーを設置し、非常時には入口上
部のランプが点灯する仕組みになっ
ている。

女性トイレ	洗面コーナー 洗面コーナーは、衛生性に配慮し自
動水栓と水石けん供給栓を採用。さら
に手荷物配慮としてライニングと、折り
たたみ式のフックを壁に設置。また、身
だしなみ配慮として全身鏡も設置して
いる。

建築概要
名称	 大阪産業大学	中央キャンパス	5号館	1F	
所在地	 大阪府大東市中垣内3-1-1
施主	 学校法人大阪産業大学
施工	 赤井設備工業株式会社
竣工年月	 （改修）2021年9月
敷地面積	 42,153.6㎡
建築面積	 1,590.7㎡（5号館）
延床面積	 7,385.8㎡（5号館）
構造・階数	 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上5階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS49*系
ウォシュレットPS	（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF553*系
ウォシュレット	アプリコットP	（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840系	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R
ハイドロセラ・フロアPU：AB690系、AB680系／小便器用手すり：T114CU22
壁掛ハイバック洗面器：LSG125EA
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADA*11R1A1ADD1B
フィッティングボード：YKA41R／化粧鏡：YM3580AC／全身鏡：YMK50K

トイレ図面
非接触に配慮し、改修前のトイレ入口にはドアを設置していたが、改修後はドアを
撤去。通路からトイレ内の様子がわからないようレイアウトが工夫されている。手で
触れる場所を減らして、衛生面にも配慮している。

水まわりの特長
改修の経緯
1965（昭和40）年に開学した「大阪産業大学」は、大阪府大東市にメインキャンパ
スを置き、6学部を擁する私立大学。その中央キャンパスにある5号館は、高等教
育センター、教職教育センターおよびCALL教室を設置しており、各種資格講座
の開催や試験会場に使用され学外の来訪者も利用している。今回改修したトイレ
は、入口のエントランスホールに面した利用しやすい位置にあり、レイアウト検討の
際はTOTOも改修案を提案し、コンパクトな空間であるが、安全で快適に利用でき
るトイレへ改修された。同大学では、学内にある老朽化が目立つトイレに、以前より
学生から改修を望む声が寄せられ、さらに年々増加している女子学生への配慮
や、多様性配慮も実現するため、現在順次改修を推進している。

トイレの特長
大阪産業大学では多様性に配慮し、未改修トイレを含む学内すべてのバリアフ
リートイレを「おもいやりトイレ」と名付け、サインにレインボーマークを用いるなど、性
的マイノリティにも配慮したトイレ環境を整備している。男女各トイレは全洋式化と
ウォシュレット設置を標準仕様として整備。また衛生面に配慮して、レイアウトを工夫
しトイレ入口ドアを撤去、水栓金具に自動水栓を採用するなど非接触化を進めて
いる。さらに、防犯対策とプライバシー配慮として、大便器ブースの壁およびドア上
を天井まで立ち上げ、小便器間の仕切りや、女性トイレ内の防犯ブザーの設置な
ど、だれもが安心・安全に利用できるトイレ環境となっている。

外観 1965（昭和40）年に大阪交通大学とし
て設立。同年、大阪産業大学に改称
された私立大学。その中央キャンパス
にある5号館は、各種資格取得講座
の開催や試験会場となるなど、学外
の来訪者も利用する教室棟である。
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